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1.本稿の目的
「多文化共生論」ワークショップ報告も第４報を数え
ることとなった。国際文化学科１年後期に開講されてい
る「多文化共生論」は、異文化理解を促進し、地域の国
際化に貢献できる人材を育成することをねらいとしてい
る。この授業の成果は、卒業後に身近な地域社会で外国
出身住民と接する状況で発揮されることが期待されてい
る。これを実現するためには単なる座学でなはなく、学
生が主体となった授業が有効であると考え､平成21年度
から岩手県国際交流協会の協力を得て、連続ワークショ
ップ形式を取り入れている。経緯および過去３年間の実
践については、これまでの報告を参照されたい'･
学外講師を招いたこのような取り組みを継続的に記録
し、公表していくため、今年度の活動についてここに報
告するものである。
2.ワー クショップの概要
授業は火曜５限に行われ、履修者は８名であった。
全１５回の授業のうち、開講当初は筆者が講義を行い、
その後、講師の都合で、講義を挟みながら計４回のワー
クショップを行った。その後また講義に移り、その後、
例年同様、学生が課外で直接参加した国際交流・異文化
理解に関わる活動について発表会を実施した。
内容・形式・担当者等は、筆者の授業計画からの要望
を受けて、識而陣によって決められた。テーマとして、
講義部分では「文化とは何か」「異文化接触の際の課題」
「日本の多文化共生をめぐる歴史と現状｣｢外国人集住地
域の取り組みと課題」を扱い、ワークショップ部分では
「異文化接触の際の課題」「岩手県の現状と課題｣を扱っ
た。具体的なワークの内容は、昨年度までのものを継続
しつつ、一部変更されている。
＊国際文化学科
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ファシリテーターを勤めた講師は、これまで同様『ぃ
わて国際理解ハンドブック」の執筆陣と岩手県国際交流
協会のスタッフである2．講師謝金等の費用は、盛岡短期
大学部と県国際交流協会とで、それぞれ２回分ずつを負
担した。
この場を借りて、お‘忙しい中をご協力くださいました
岩手県国際交流協会、同協会宮順子氏、同じく斉藤佑太
朗氏およびワークショップに関わって下さった方々に、
心から感謝申し上げます。
3.ワー クショップ各回の内容
ワークショップごとに、まず内容を記す。各回のねら
い.内容については、講師が準備した資料に基づいて、
筆者が要約・補足したものである。その後、学生が毎回
授業の一週間後までに提出したレポートから、学生の感
想・反応を筆者がまとめたものを記す６
3-1．第１回１１月６日(火）
3-1-1.内容
講師斉淵右太朗氏（岩手県国際交流協会）
○異文化理解ワークショップｌ
ねらい「文化が異なることの意味を考え、異文化理解の
ために必要なことを考えるＪ
アイス・ブレイキング
「他己紹介」
ワークｌ「自分の海外とのつながりを感じること」
各自が「つながり」を感じたものを出し、それらを
「Ｈ常と非日常」「直接と間接」に分類する。
ワーク２「ちがいのちがい」
「福祉」「教育」「環境」「エスニシティ」など多岐に
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渡る分野で見られる違いを、グループごとに「あって
いい違い」と「あってはいけない違い」に分ける。そ
の後、そう考えた理由を話し合う。
31-2.学生の反応
ワークｌについて､｢自分の海外とのつながりを感じる
こと」が思ったよりも多かった、という感想だった。さ
らに、そのように多く挙げられるのも国際文化学科の学
生だからこそで、岩手県民の多くにとってはそうではな
いのでないか、と客観視できていた。このワークを「す
べてのワークの中で最も考えさせられたワーク」に挙げ
た学生が１名いた。
ワーク２については､｢すべてのワークの中で最もイン
パクトがあったワーク」に挙げた学生が２名いた。ちが
いがある場合、その背景を考えなくてはよしあしを判断
できない、ということを学んでいた。また、グループで
話し合う過程で、多様な意見が出ることに驚いていた。
まとめで､同じワークを行ったよその事例について聞き、
そこでも意見が自分たちと大きく違っていたことに強い
印象を持っていた。
3-2.第２回１１月２０日(火）
3-2-1.内容
講師安保訓子氏（県内公立高校教諭）
○異文化理解ワークシヨップ２
ねらい「日韓の歴史背景を知った上で、国際交流・国際
理解は国家間の関係を超えてできるものであり、未来
につながっていくものだということに気づく｡」
アイス・ブレイキング（自己紹介）
ワーク「駆けぬけた男～孫基禎さんの軌跡」
ベルリン五輪男子マラソンで優勝した孫基禎さんの
写真を、最初は説明なしで見、次に説明を受けてから
改めて考えてみる。課題で孫氏の息子さんに宛てた手
紙を書いてくる。
31-2.学生の反応
講師からの要請で､事前に２０世紀の日韓史の知識を講
義してからワークショップに臨んだもそれでも事実関係
の部分でかなり驚き、その上で、孫氏の生き方に感銘を
受けていた。過去についての知識がなかった自分を反省
しつつ、互いにより良い関係を築く方向を考えさせられ
たようだもそのために、歴史を学ぶことの大切さや、個
人と個人とのつながりの重要性を説く者もいた。このワ
ークを「最もインパクトがあったワーク」に挙げた学生
が６名、「最も考えさせられたワーク」に挙げた学生が２
名で、合計で最多得票であった。
33.第３回１１月２７日(火）
331.内容
講師村井好子氏（いわて多文化子どもの教室むつみっ
こぐらぶ代表）
○地域在住外国人の現状をテーマにしたワークショップ
ｌ～外国につながる子ども（児童生徒）たち～」
ねらい「外国につながる子ども（児童生徒）たちについ
て、イメージすること、疑似体験することを通じて、
多文化共生分野でのサポートについて考えるきっかけ
とする｡」
アイス・ブレイキング（これまで接したことのある外国
人の子ども）
ワークｌ「疑似体験．読めない言語による算数」
グループごとに、中国語、ハングルで書かれた算数
の計算問題と文章題を解いた後、感想を発表する。
ワーク２「ディエゴ君の物語」
小学校に転校してきたディエゴ君をめぐる状況をマ
ンガで読み、「受け入れる側として、どの時点でどうす
ればよかったのか？｣をグループごとに考え発表する。
3-4-2.学生の反応
ワークｌでは、読めない言語で学ぶことの困難さを実
感していた。ワーク２では、自分の立場に置き換えて想
像しやすかったようで､授業中も多彩な意見が出ていた。
ふりかえりでは、学校での早い段階での異文化理解教育
の必要'性を説く者もいた。また、一時的でない長期的な
支援の難しさにまで言及している者もいた。ワーク２を
「最も考えさせられたワーク｣に挙げた学生が２名いた。
3胃4.第４回１２月１３日(火）
3百4-1.内容
講師宮順子氏、吉田亜未氏（岩手県国際交流協会）
○地域在住外国人の現状をテーマにしたワークショップ
２」
ねらい「岩手県で暮らす外国出身者の話を聴いて、地域
での多文化共生のためのサポートについて考えるきっ
かけとする｡」
ワークｌ「国際交流協会の三つの柱」
岩手県|刊際交流協会の活動目的と事業について知る。
ワーク２「岩手に住む外国出身者の体験」
岩手県に住む中国出身者のこれまでの経験と東日本
大震災時の話を聴く。そこから｢何を感じたか？自分
たちにできることは何か？」をグループごとに考え発
表する。
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34-2.学生の反応
今回のワークは今年度に初めて実施されたものである。
岩手県在住外国人の方に来校いただいたのは初めてであ
る“直接に当事者の体験談を聴くことは、学生に大きな
刺激となったようである。「交流のきっかけがほしい」と
いう悩みが示されたことは意外だったようで、地域の中
で抱える不安や孤独について気付かされていた。盛岡以
外の地域の様子、若者ができることは何かなど、自分た
ちなりの解決策を考えていた｡｢最も考えさせられたワー
ク」としてワークｌを挙げた学生が１名、ワーク２を挙
げた２名いた。
4．成果と課題
最後に、学生によるワークショップ全体のふりかえり
をもとに、全体の成果と課題を挙げ、結論にかえる。
例年と同様､｢自分で考える作業を経てからグループで
意見交換することによって、さらに深く考えることがで
きた｡」「これまで持っていた知識や思い込みを覆され
た｡」という感想が得られた。ワークショップの前後で自
分の考えが変わったことを実感したという意見もあり、
ワークショップ形式が効果的であることがわかる。
今年度の学生に特徴的だったことは､｢最も考えさせら
れたワーク」が広く分散した点ではないだろうか「最も
インパクトがあったワーク」が「駆けぬけた男」に集中
したのも、昨年度とは違う傾向である。完全に同じ構成
ではないとはいえ、学生の受け取り方が異なること、同
じワークをしても同じ結果にならないところが、ワーク
ショップの本来の姿であろう。
今年度の内容で従来と大きく異なった点は、第４回に
県内在住外国人を迎えたこと、その上で第１回と第４回
が対応関係をもったことだと考える｡2009年度の開催以
来、岩手県国際交流協会の宮氏と、授業の中で直接在住
外国人と交流する機会をもつべく検討してきたが、該当
者、日程等の面で実現できなかった。今年度、ワークシ
ョップの中で実現できたことで、宿題を達成した思いが
する。そして、単に個人的な体験を聞くにとどまらず、
そこから岩手県の事情を垣間見ることができたことは、
学生にとって大きな成果があったと考える。すなわち、
自分には「海外とのつながりを感じること」が一定以上
あったのに、それを感じられない、むしろ孤立を感じる
状況が地域によってありうる、ということが対比された
のである。自分ひとりの国際交流、異文化理解から、地
域で取り組むべき交流、理解にまで考えを広げる契機に
なったと思われる。
さらに、今年度の新たな取り組みとして、第４回の終
了後に学生が出した質問に、後日岩手県国際交流協会か
ら回答をいただく、というものがあった。これも双方向
性型授業のひとつの試みであろう。また、例年１月に実
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施している学生の課外活動発表会に、ワークショップの
ファシリテーターを務めた３名の講師が参加してくださ
った”昨年度も岩手県国際交流協会のスタッフが参加く
ださったが、さらに規模が拡大した‘，お忙しいところい
おいでいただき、学生の体験発表にコメントしてくださ
ったことに重ねて感謝申し上げる。学生にとっても学外
者の目を意識することは発表の質の向上につながってい
くことだろう。
この授業の成果は、卒業後の学生がそれぞれの置かれ
た環境の中でいかに行動できるかに表れる．国際交流協
会のサポーター制度等に対して持った興味を、ぜひ継続
してほしい。
来年度も、岩手県国際交流協会の協力を得て、ワーク
ショップを継続していく予定である。報告を４年間続け
てきたわけだが、一定の蓄積ができたので、ワークショ
ップの成果と課題について一度総括すべき時期に来てい
ると言えよう．改めてこれまでの分析・検討をすること
とし、今年度の報告を終える。
'吉原秋｢『多文化共生論』ワークシヨップ報告～岩手県
国際交流協会との協働による授業～」（２０１０)岩手県立大
学短期大学部研究論集１２号53～５６頁、「同（第２報)」
(2011）岩手県立大学短期大学部研究論集１３号107～１１１
頁、「同（第３報)」（2012)岩手県立大学短期大学部研究
論集１４号71～73頁
2岩手県国際交流協会『いわて国際理解ハンドブック
世界はともだち」シリーズは３号まで発行されている。
今回実施されたワークの中では「ちがいのちがい」「ディ
エゴの物語｣｢駆けぬけた男｣がそれぞれ掲載されている。
